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『万人に闘かれた施設を』
ヲ芳博務翠言電議一
学芸員配置
の義務化求める
大学の付属博物館が連携して運営ノウハウを共有しようという取り組みが始まった。多くの大学が生涯教育の一環として博物館事業に力を入れているが、人員不足など課題を抱える博物館も多い 連携していきながら、文部科学省に対しては法俸の整備を求め、運営の充実を図る方針だ。大学博物館は全国に三百五十館ほどあり、年々増加している。少子化で大学経営が苦 くなるな
－
か、学生以外の幅広い年齢屈を学内に呼び込む
ことができる博物館
が見直され、開館が相次いでいるためだ。明治大で昨年十二月、
「ユニパ
ーシティ
・ミュ
lジアム
・ミーテ
ィング」が開かれた。参加したのは、三十七の大学博物館の担当者。坪内迫遥を記念した早稲田大演劇博物館や、旧制第一高等学校図書館を使っている東京大駒境物館、愛知大の東亜同文
密院大学
記念センターなど、各館の所蔵品の特色や企画展の内容などが報告された。博物館誌では、地方自治体や財団法人などがつくった博物館には、調査研究や展示の業務を担う専門職の学芸員を配置するよう義務付けているが、大学博物館は、この法律が適用されない。経営上、専任の学芸員を置くことが難
しい大学も多く、事務職員が学芸員を兼ねている例もある。ミーティングでは「常勤の学芸員をどのようにして受け入れ か
円
大学博物館の現状と課題が報告された
H東京都千代田区の明治大で
が課題」（日本大生物資源科学部博物館）、「ボランティアの協力が大きい」（和洋女子 文化 料館）という意見も聞かれた。他の博物館にも参加を呼びかけ、八月に予定しているこ回目の会合で正式に連携組織を発足させる。所蔵資料を研究・公開する体制を整えるため、文科省に、学芸員配置 義務佑する法整備などを訴えていくとともに、大学側にも研究費の増額などを求める方針だ。呼び掛け人の一人で前明治大
博
物館事務長の伊能秀明・同大中央図書館事務長は「現場からは深刻な声が寄せられている。大学はとかく閉鎖的と田お がちだが、万人に聞かれた博 の活動を通じた社会貢献を活性化さ’せたい」と話している
。（
栗原津）
＊「思うままに」は休載しました
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ゆかりの品空豊橋校舎の歴史コーナーも写真を展示
愛知大学出身の有名人や、同大豊橋校舎の歴史を紹介する展示会が、同大豊橋校舎大学記念館展示室で開かれている。同日まで。有名人を紹介するコーナーは、中日ドラゴンズの岩瀬仁紀投手をはじめ、写真家の東松照明氏
、樹研工業社長
‘- 
い、‘
の松浦元男氏、日本画
一愛知大学出身の有名人
家の平 礼二氏、日本一の紹
介などす
る展示会
ファンタジーノベル大了愛知大童橋校舎大賞の第
1回大賞を受賞一学記念館で
した酒見賢一氏らの写一真や作品が並ぶ。岩瀬一
19
48
年卒の一
回生
投手は直鑑サイ
ンが入一は
日人だった乙とや、
ったボ
iルや野球帽も一豊橋校舎は軍隊の施設
展示されている。一跡を利用していること豊橋校舎の歴史を紹てを紹介している
。
介するコ
ーナー
では、
一
（竹下貴信）
2010 年 6 月 6 日 （ 日 ）東愛知新聞
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愛知大の歴史紹介愛知大卒業生の活躍や大学校舎の資料を展示した「愛知大学史企画展示」が、豊橋市町畑町の愛知大記念館展示室で聞かれている
。十九日ま
で
。愛大は戦前に中国・上海にあった東亜同文書院大が前身豊橋で展示
で、一九四六（昭和二十一）年に関学した。展示室の一室では四七年以降の著名な革業生を資料で紹介 ている
。写
真家の東松照明さんや画家の平松礼二さん、最近では中日ドラゴンズの岩瀬仁紀投手にゆかりの品もある
。
もう一
室では愛大の豊橋校
舎の歴史を展示。愛大の敷地
争℃は戦前、第十五師団など陸軍叶斗・施設があった場所で、洋風建ゆE1
築の記念館も師団司令部とし
供ヨて使われていた
。屋根にあつ
いAL
た旧陸軍 星のマ
1クが入つ
λgE
た鬼瓦などを展示し、愛大旧
ム父公館を皇族が ったことも説iゆ
E
明している
。
ρト・愛大の東亜同文
書院大学記
A二
念センター長の藤田佳久教授
FLF一は
「卒業生の活躍や成果を見
肱昨慌て、今の学生にも頑張ってもにドぐらいたい
。校舎の資料からは
」ん
4．軍都から近代化した豊橋の歴
73
史の一端がうかがえる」と話
iJ
寸
している
。入場無料
。日曜と
Et
月曜休館。
（石屋法道
）
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2010 年 6 月 10 日 （木）中日新聞
④ 一一沙「愛知大学史企画展示」東日新聞Z；毎j説話） 6 月 16 日 （水）愛知大学東亜同文書院大学記念センターは、
凶日まで同大
学豊橋校舎館展示室で 「愛知大学史企画展示」を行っ
ている。展示は
2室で、
創生期を中
心とした「学生・卒業生の活躍のあゆみ」と、旧陸軍施設について紹介する「豊橋校舎の地が
軍
隊の敷地だった
こ
ろ」
。
学生
・卒業生の活
躍のあゆみでは、年
代不明の卒業式、入一の
ころ
の運動部、文
学式の珍しい集合写一化部が活躍した栄光真をはじめ、創生期一の軌跡を示すカッ
一プ、トロフィー類、一卒業生の
写真家
・東
一松照明、画家・平松一礼二の作品 中日ド一ラゴンズ・
岩瀬
仁紀
一投手のパネル写真、一サインボール、帽子一などが展示されてい一る。一
戦前の豊橋校舎
で
一は、第
日師団創設か
一ら廃
止
。その後、
陸
一軍教導学校
、予備士
一官学校となった歴史
陸軍の敷地だったことを示す企画展示（愛知大学豊橋校舎で）
，し＃
ー
ーーー
・．ーー
ーーー
・ー．ー
ーーー
ー
- 
-
- 
が年表、パネル写真などで紹
介されて
い
る。陸軍の
星マ
lク
入り鬼瓦も展示
さ
れ、旧陸軍の施設であったことが
一回で
理解できる。
（鈴木良征
）
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戦前の中国、旧満州に設立の教育機関卒業生らあす講演ハルピン学院の校舎
する。東亜同文書院や建国一り中退した経験を持つ元山大学などで学んだ人たち一形地検検事正の谷藤助さ
一
が、自分の数奇な人生を振一ん、同じく
旧満州の新京（現
一
り返るとともに、今日の日一
・長春）にあった建国大学
一
中関係のあり方にメッセ！一 中退した貿易会社経営佐
一
ジをおくる。各教育機関に一藤達也さんらが、それぞれ
一
ついての資料展も円、旧日、一の半生を振り返る。
一
同ホテルで開かれる
一
また、日中友好の理念と一
アジアへの権益拡大に伴
一人材養成の必要性を掲げ、一
って海外にも日本 高等教一東亜同文書院誕 に貢献じ
一
育機関が設立された。愛知
一た荒尾精の追悼碑が同市左
一
大学の前身、東亜同文醤院
一京区に残されており、四日
大学はその第
1号で、
19
一に追悼式も行わ る。
01
年に上海に開校、桁年
に閉鎖されるまでに約
50
00
人が卒業した
。
今回は、その事業生で元ルーマニア大使の小崎昌業さん、旧満州にあったハルピン学院で学び、終戦によ
京都のホテル
京都新聞
23 ・自民5fj詞.9司・
上海・東亜同文書院
京とのゆかりたどる
17 ・ 18目、資料展
/ ? \ かつてビジネススクールと
〔云 j して中国 ・上海市に設置され
＼ー／ た「束!IE［司文官院」の歴史や
京都との関係をたどる、講演会と資
料展示会が17、 18日に京都市中京区
柳馬場通蛸薬師上ルのコープ・イン
京都で聞かれる。 IJ 二 3 0 ·o 吟
同院は現在の愛知大学の前身で
「東亜同文書院大学記念センター」
として名を残している。入学者には
毎年京都府出身者がいたほか、創設
にかかわった軍人、荒尾精の追悼碑
が左京区若王子町に残るなど、京都
とのゆかりが深いという。
資料展示会は両日の午前10時から
午後6時まで。開演会は17円午釘？
官苓平京言モl、卒業生や研究者が発表
ずる了一一
入場無料。
(47) 4139。
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同記念センタ－80532
現地の日本教育機関0る五ロ験経ので国中の前ら都戦B
京
戦前、中国にあった 日本の大学の卒業
生らlこよる講演会「大陸にあった日本の
高等教育機関と東E同文書院Jが17
目、京都市中京区のホテル「コープイン
京都」で、開催され、ハルピン学院最後の
卒業生で元山形地検検事正・谷藤助さん
(84 ） らが、揺れ動く時代の中での学業、
数奇な体験などを通じて培った国際感覚
や中国への愛着を語った。 愛知大学東亜同文書院大学記念センター主催、読
売新聞大阪本社など後援で、 同窓生ら約100人が集まった。 会場では18 日
まで資料展も聞かれている。
」，，，・
思い出を括る谷さん
谷さん以外の講師は、建国大学を出た日中貿易会社経営・佐藤達也さん （ 8
4 ） 、東亜同文書院大学の元ルーマニア大使・小崎昌業さん （$8 ） ら。
愛知大学は上海にあった東E「司文書院を前身！こ、海外の教育機関の在校
生らを引き受ける目的で、終戦直後に開校された。 同大では4年前から、全国
で書院と日中関係史を紹介する資料展示会・講演会を開催し、京都は5か所
目 。 今年1 1 月には名古屋でも開催される。
読売新聞）(2010年7月 18 日
晶司 一東
亜同文
書院
OB
ら
一戦前中国体験講演
中京
戦前、中国にあった日本の大学の卒業生らによる講
演会「大陸
にあった日本の
高等教育機関と東亜同文哲院」が
門目、中京
区のホテ
ル「
コー
プイン京都」で聞
かれ、ハルピン学院最後の卒業生で元山形地検検事正・谷藤助さん（倒）らが、揺れ動く時代の中での学業、数奇な体験などを通じて培った国際感覚や中国への愛着を語っ
た。愛知
大
学東
亜同
文曲目院大学記念
セ
ンタ
ー主催、読売新聞大
阪本社など後援で、同窓生ら約
10
0人が集まった。
旧日も会場で資料鹿が聞かれた
。
泰子呈塁言主E201 0年（平成22年）ワ月 19 日 （月曜日〉
谷さん以外の講師は、建国大学を出た日中貿易会社経営・佐藤達也さん（倒）、東亜同文替院大学の元ルーマニア大使
・小崎園業さん
（閃）ら。愛知大学は上海にあった
東亜同文曹院を前身に、海外の教育機関の在校生らを引き受ける目的で、終戦直後に開校された。同大学では
4年前から、会国で盤院
と日中関係史を紹介する資料展示会
・講演会を開催
し、京都市
5か所目。今
年日月には名古屋市でも開催され
る
。
436 
諸事項の報告 ・ 紹介
東亜同文書院大学長らの資料展
愛知犬、山形で来月
愛知大学（本部・豊橋市〉
宣言、日本最初の海外高等教室回
一育機関として、終戦まで申一国・上海にあった東亜同文一番院大学の資料展を、
8
月
〉一
ぉ、却
の両日、山形県米沢
日曜金口u?? ?同月門，? ?円rι円L成平年? ?n) 〔ノム 霊童ー
市花沢町の東部コミュニティセンターで開催する。替院大学
最後の学長だった
本
間喜
一（
1891
11
98
7）
H写真
Hが米沢市に隣
つ－ 一バード
H脳接する川西町
宍凶減
遁出身だった縁
一r
・ 路島’副で実現し、本
F
抽トドド
国聞に関する資
料も多数展示される
勺
本聞は戦後直後、書院大学の精神を継承する愛知大
司
学の開校にも奔走し、
19
46
年刊月創立にこぎ着け
た。
2代、
4代の学長を務
めたほか、最高裁判所の初代事務総長としても活躍した初日午後
1時半からは、
その人間像や、書院大学愛知大学での活躍を中心とした講演会「米沢が生んだ本間喜一をめぐって」が東部コミュニティセンターで開催される。入場無料で夢加自由。問い合わせは愛知大東亜同文書院大学記念センター（
0532
・羽・
4
139
）ベ。
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2010年 〈平成22勾三） 8月 1 ！日（水曜日）
功績知って
国民
本間喜一（~：）
多簡千拝三多1ムl
会演講
、
関係
に寅一献する多くの人材を
一司が
輩出したが、必（昭和却）年
iJF
に、敗戦とともに中国に接収川
一
さむル。刈
11
同大教護～った本器
μ例年民
一ヨパ
に第
qA
学長に就任。戦争の
EJで沢米
戦前の半世紀にわたり中国・上海にあった日本の高義育機関「東亜同文護」。自主友好襲の人材聾成を自的に設警
」れた同耐官房は、日本から優秀な学
生が多数入学した。この大学の議後の学長を務めた故．本問答一が川西町出身であることは地元でもほとんど知
られていない。帰国後は、愛知大（栄知県豊橋市）
の割護主なり最高裁到附事務総長も務めた。本聞の功績を紹介しようという資料展示会などがお、羽田、米沢市内で閥かれる。策車同文書院は、戦前、海
外に設け
bc
～日本の恵一議
育機関として最わ古い歴史を持つ。
1901
（明治制）年
に専望校として開字句後に大学に格上げされた。田中開柄欄食事：！日ヘι；，ぷ点二益返；：：に.r｝｛：，損a・園、r- ｷ'- '"'"ｷ （：内；：：；
1 
極堅調＼』
東｝由一同文容院大の最後の営長で愛知大割審でもある本間喜一（川西町出身）
今月末
混乱の中で大学の歴史が閉じる瞬間に立ち会った。帰国後は引き揚げ学生の受け皿として変知大の設立に奔走。自ら学長に就く一方、法律家としては、新態法の下で最高裁一判所初代事務総長も務めた。第六東亜同文容院大学記念センターや故人を知る県内関係者によると、本聞は
18
91
（明治担）年に豆庭村（現
川西町）で医者をしていた小池家に生まれた。小学校時から成績は抜群。本間家に養子に入リ、中学以降は裏目 で過ごして東京帝大を卒業した。現在の司法試験に当たる試雪トップ玄属する秀才だったという。川西町には少年時代しか なかったものの、引き揚げ後は毎年のように家族で米沢市の白布温泉に遊間苦に訪れるなど、置賜とのかかわりを保っていたという
。
1987
（昭和臼）年に
亡くなった。戟中戦後の回本の教育と裁制制度に大きく貢献した本間の足跡を古里の人々に知って
もらお、？と、同センターが資料展示会や講演会を企画。このほど、担当者が米沢市などを訪れ関係者に協力を婆拐した。会渇は米沢市東部コテイ．ゼン夕
l。展示会では、
資料やパネルで本聞の歩みなどを紹介する。塗用していた帽子や眼績などが並ぶほか、愛知大創立エ周年記念に当時の最高裁判所長官が寄せた掛け軸、中日友好協会（中国）会長が病床の本聞に送った見舞いの容などもある。お日は午後工時半か、り諮油会があり、長女殿悶康子さんが「私の父本間官官
一を語る」と題
して講演するほか、愛知大教きが、露地方の歴史風土が本聞に与えた髪迂どを解説する。入場・聴講無料。同センターは「本聞の進取の気性は置賜地方の伝統と文化にはぐくまれたもの。古里の人々 広く本間のことを知ってもらいたい」と話している。問い合わせ 同センター0532
(47
)41390 
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, 2010 年（平成 22 年）8 月 12 日（木曜日）島笥柔斥~：撃対告Z
東部コミセンお・鈎臼
「義・仁・愛」に満
aちた教育者、本間喜一品の資料展
H写真
日が
8
月初、沼田の両日 米沢市の東部コミニュティセンターで開催される。お日には山田邦明氏による『米沢地方歴史風土と本間事ご、
本間喜一長女殿岡晶子園（あきこ）氏による「私，の父本間喜一を語る」の諮演会がある。本間は、
1891
年
川西町玉庭に誕生、東京帝国大学法科卒業、検事
・判事に就任。
194
4年東亜同文寄
院大学長、
19
47
年
最高裁判所初代事務総長に就任。東亜同文審院大学の上海接収により、同学の職員、引上げ学徒を収容する大学を圏内に求め、「世界文化と平和 寄与すべき新日
本の建設に適する国際一的教養と視野を持つ人一材の育成」を建学の趣
一
旨に、中部地方唯一の
一
日制法文系大学として豊橋市に誕
生した愛知
大学設立に奔定。
2代、
4代の学長をつとめた。東亜同文
審院は
1901
年、東亜同
友会（会長一近衛篤磨貴族院議長）によって中国の上海に設立された。日中友好提携の人材養成を目的とし、戦前海外に設けられた日本の高等教
育機関とし
最も古い歴史を
ては、もつ。アジアの国際都市上海に置かれ、学問の自由を尊ぶ学風のむと、中国
・アジア重視の国
際人を養成した。大陸に憧れ中国の人々との善隣友好を願う学徒たちが、全国から集いび、日中関係に貢献する多くの人材が巣立っていった。しかし、日中・太平洋戦争と う日中関係の苦難の時代に翻弄され、
1
945
年
9月、
中国側 接収によって、半世紀にわたる歴史に幕を閉じた。（愛知大学東亜同文書院大学記念センター発刊書籍
より）
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最後の学長。
山形
県南
部じ
かし、終戦
によ
り大「お
れは三河人だ。やる藤田佳久教授（
ε
は語年）を
務め
た。
m仙の
出身で、東京帝
国大法学
施設は中国
側に接収さと言ったらやる。豊橋でる。本
聞は敗戦後の
超イ
藤田
教授は「生徒
に対
一
制科を
卒業後
、検事や判れ
、外地から引き揚げてはサツマイモ揺れ、食ンフレを見通し、部院大して霊祭強く、庶民
一
MM
車
、弁謹士を務め、四
O
くる学生の受は入れ機
関
うには困らせない。援助の資産をフ才
！ド
の新車の視点を持った大学経営
τ
一E魁年に中国に渡り
藷院大の
を圏内
につくる
必要があもする」と、本聞を説得
マ と金の延べ棒に換えて維者だった」と本間に思いで
日 教
授となっ
た。った。
その情報をつかんしたという。持
した。藤田教授は「本をはせる。六三年一月、一
一
中一
弘巳
‘，
h‘‘
4
・1・
：，‘
4ll
－A
愛大
山岳部の学生士ニ人
一一
一
，od
一
主主
EL
一、良子、
3見、ノ
1
也
μ3W
が北アルプスの薬師岳で
一－
1
4
一
員目盛話く県民広読占、
避難し
た。このとき
、本一一
即 －
dJt
ilJ
，
‘
，
a
聞は「人命は地球より重
一一
蹴 だ当時の横田忍
・豊橋市「本
問先生がいなかっ問先生は第
一次世界大戦い
」
「大学は家庭と同
一一
之
一
一
一
長や地元の政財界人が誘たら愛知大はなかっただ後のベ
ルリンでインフレじ
。生徒は子どもだ」と
一一
口u一
一
4一
致に動いた
。横田市長はろう」と同センタ
ー長のを経験したこともあり、メッセ
ージを発し、全国
一
1
．
F
非常に実践的な人だつから控索支援金を鎮め
一
月
た」と平する
。
た
。結果的に十三人全員
一
8
践で
宮
n
t
」戸一愛大の文字通りの創設が亡くなると、学長を辞
一
目安者といえる本問。しか職した。
一
周学セし、初勺の学長こまなら本閣の功績は近年、再
一
平の念｛’
l
l
・
一
時記なかった
。
「哲院時代に評価されている
。記念セ
一
年
建学生を戦地にやって死なンタ
lの一室には二
00
一
ハ）
一
品川臓せた。だ ら初代学長は七年
十一
月、本間喜一展
一
o
一一刻引き受けられない
」。
そ
示室
が完成。帽子やステ
一
2
川崎悶れが固辞の理由 った
。
ッキなどの霊用品ととも
一
士山丹眠本
聞は
一度、豊橋を雌に、本聞が中国の雷院大一
絞れ、最高裁判所初代議
持ち帰った学籍簿や
一
ト濯総長に就任
。その後、商成絹綿が並ぷ
。豊橋での
一
関市び愛大に戻り、
二代学長大学教膏の「原点」がそ
一
本橋
一
（一九五
01
五五年
）、こにあった
。一
四代学長
（五九
1六三（
石屋法道
）
・
g翻17 
愛知大創設者の一人
戦前は軍
都
として栄え
た盟橋
市
の旧陸軍施設の
跡地に一九
四六（昭和二
十
一）年、
愛知
大が誕
生
した。
その創設者の一
人
が本間富一。今も残る当時の学長室
に、ひときわ
大きな写真
が掲げ
られ
て
いる。愛大の歴史は一九
O
一
（明治三十
四）年から
四
五年まで中
国
・上海にあ
った「東亜同文書院大学」にさかのぼる
。日本
の海外高等教音機
関とし
て最も古い歴
史を
持ち
、
四十五年間で五千人の学生が学んだ。
「愛知大
学東亜同
文苗
院大学記念
センター」に
よると、本
間は笛院大の
440 
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創知警町頭 な土寄地作術本知 氏パ講とい長語が の成大籍長、今がの贈に）院間大同のネ溜愛だがる「長
期学「に佐回るイ撃をもと会民学顕偉ルす知擾「」私女
の」本 Elぷ藤 、 と人打と岡員り豊彰業のる大亙本 、 の
群、間瀦学問快の 診 、じ・胸穣会壱展ほ学 問 間藤父殿像コイ J宍 長 講諾習。川胸山像校ほ紹示か」文喜 田本岡
」震ズ旨か演し謹同西 j象本（舎 ふ介で、と書ーセ間援各知ム属ら会た掘町町を民自に現す、資題障がン喜字1 大とま雪原の。にも側生蹴本あ在る本刺し天つターさO 学愛て田冒 つ郷に誕民芸る愛。間 ・ τ 学な l を A;.
と知胸へは 現会東開に定”。語で像の手間弱講亜催名た胸 Oっき 0 l怒I 本顕に演同芋古が 2象冊三 示，Z委勢完塁護室言語震 1~1~杉るうり念生おさげ侵「竣月置贈h偉君の越 jミ虚器愛重 27 ~露呈文 i ~業込ヨ三知る示罰 $n 霞 5 斎子夫 代をめ誕会 。 後展尖館 29 ほると周た地長 、 示竺三旦未 0 R 
で山
顕彰会が愛
大通し
て寄贈灯
2010 年 8 月 27 日 （金）
工
9
45
（昭和初年以
の終戦で閉学
とな
った
東亜同文書院大 （
上
海）の最後の学長で、翌年
、豊橋に愛知大学
を創立。第
2
、4代学長
や最高裁判所初代事務総長を務めた本間氏。その進取な気性は山
形
・米沢地方に育まれ
たと、震知大学東亜同文書院大学記念センター（藤田佳久センター長）は犯目、米沢市東部コミ
ュニティ
センタ
ー
で
、「米沢資料展示会
・
講演会
1米沢が生んだ
本間喜一をめぐって」を開く。講演会では、山田邦明・同大文学部教授が「米沢地方の歴史風土と本間喜ご
、本間氏
周嗣莱斤
愛知大学記 念会館 の
本間喜一名誉学長の胸像
タ子口空妄E豆襲芝
8 月 28 日（土） 梨迄j言語議）東日新聞
d、
きょう贈呈式 ’
話均・場経宮町おこし呼応し愛大
今回、愛知大学東亜同文
書院大学記念
一センターはお、ぉ日、一山形
県米沢市東部コ
一ミュニティセンタ
ー
－
一で「治容約屡恋守
本間名誉学長は、一に愛知大学を開設し、
一の事務総
長（
194
一講演会」を開く。テ
中国上海の東亜同文
一学長として大学発展一
7年）も
務め、戦後一
！？は「米沢が生ん
書院最後の学長。
ー
一に尽力してきた。そ一の日本の教育と裁判
・一だ本間
喜
一をめぐっ
946
年、豊橋の地
一の 方、最高裁判所一制度
に貢献し
た。て！東亜同文書院大
愛知大学（佐藤元彦学長）はお目、山形県東置賜（おいたま）郡川西町（原田俊二町長）に、本間喜一・愛知大学名
奮学
長の胸像と書籍（著書）を贈呈する。川西町は本間名誉学
長の
生誕地で、偉人再発見をキャッチフレ
ーズに町おこしを行って
おり、これに呼応して愛大では胸像を贈 ことにした
。
辺曾 1 愛籍成が院ン像録長庸るか て学霜窓 i 契空目梨貧番？揺さ者柊暴督署2~翌八学本月しので・呈原わ員曽演午裁愛チー V ，.－.，，間 q) て 山 、 7 さ田れ呈会後泊1日創 i 冊実イ予い本日九千れ町、式が寸殻尖集 日、倒ズ定る異本のる長佐は開時~学
期品「繍ム。。噛芸ブ。に藤そか 30 そ
の I ，！，＿ 同 ご と 醤完民術ロ胸目 ’学のれ分 し
マ去二だ手間をが長ー の部閉 2 群に愛東 4＇－却 圭吾 女」歴教 ・ 講 1 像雪箔亜嬰忌る志 ・ ポ史授愛藩 o 」匂大同母セヘの殿間風が知主主 0 1 ，......：；：学文一シ 父岡名土「 で冊。鐙」書がタ藤本震誉と米大は。。省を院つ l 田 間子学本沢学山 0 果テ大な長佳喜さ長問地文田 冊
巴！学いは久一んの喜方学邦 の
442 
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講演会がお目、米沢市で一姿を語
った。「大男でま
開かれた
。大学教授と本一た下も長く
、今のイケメ
間氏の家族の話を
l50
一討。家族や周囲の
J人たち
人が聴講した
。一を大切にじ
、約束は絶対
玉庭地区で上杉家に仕
一に守る人だった。上杉の
える武士の子孫とじて生一武士の心を持っていた
」
まれ、墓尽の親類の養子一と述懐じた。となる日歳までを過ご 一本間氏
ゆか
υの品々も
た少年時代を愛知大文学一多数麗
ホされた
ι日本フ
部の山田邦明教授が紹一
ェンシ
γグ協会の創立に
介。当時の史料
を踏まえ一中心的役
割を果たした功
「小学校の皆勤誌や笹道一績から臼年の東京五輪のの円以をも、りうなど頑強り
一際に協会から受けた剣の
屋だった」と説明じ 。一ほか 愛用 眼鏡や帽本間氏の長女の殿岡農一などが来場者の目を引い字会」んは在りし日の父の一ていた。｛ロ間最
現在の山形県川西町玉一て一庭地区出身で、戦後
に愛一
iy
一知大
（愛知県豊橋
市）を一乙佐
了一創立して学長を務める一一
hti
深一方、霊高裁初代事務総長一
4一七
などとしても活躍じた故て吋／本間喜一氏（
18
911
一mW
1987
年）を顕彰する
7Fh
平成2 2年（2010年） 日月 包 8 日 （ 日曜日 ）
葬許 幸良＝ゴ己
山形・川西出身愛知大創立者の故本間氏
「少年期から頑張り屋」
米沢セ顕彰講演会 家族ら人柄紹介
故本間善一氏．の患い出を語
る長女の殿岡さん＝米沢市
（平成22年） 8月27日 （金曜日 ）2010年
現弓千 十 月主1ま干三三
｛米沢
】0
・：愛知大学東亜同
文書院大学の講演会「米沢が生んだ本間
喜
一をめぐって」
は午後
l時半、東部コミュニ
ティセンター。資料展示会は午前川時、同コミセン。却日も。
1」~
443 
:20 1 0年いド成LL王手） 8 月 29 日 （日昭日〕
紙芝 宝主 義γ「 ー！主_i_,【
本間喜一の偉業展示
最高裁初代事務総長辞令など50点
川西町出身で、
終戦直後に
最高裁の初代郡務総長を務めた本間
謹一
（1891j19
87
年）ゆかりのロ聞を公開す
る展示会がお臼、米沢市花沢町の東部コミュニティセンターで始まった
H写真
H
。
3MM幡随
出
uz
hM凶nT
裁判官や弁磁士、大学教授を歴任した本聞は科年、中国・上海の東亜同文哲院大学長に就任。敗戦で日 に引き揚げた同大の学生らのため、羽年の愛知大（愛知県豊橋市）創立に尽力し、学長を務
、du陪
．b
めた。展示会は愛知大が主催
。会
場には
、最高裁事務総長に任
命された際の辞令、業績を伝えるパネルや写真、愛用品の悶子や眼錨など計約叩点が柿叫んだ。
ー訪日
は、
同大文学
部教
授らが、本聞の業績を鵠演し、約
1
50
人が聴き入
った
。本
間の長女、殿風間助手さんは「父， は体格が良く、山形で 少年ι時代 勉強より遊びに夢中だ…－ ったようだ。家族を大事にし、
に
男女平等を唱えていた」と語った。
二
鹿一部会は四日も午前川時
5
年後
hv時に開冊。入場無料
。－
出身の法律筆唱
。戦前、
一中国一よ是」と終生一変わりなかっ
．よ海にあ
った事盛岡文容院一た親や古里への愛情に触れ
大の後後の学長を務め、戦後一た。また「食
務の際は家族も
押
川西出身の法律学者本間
喜
一
沢一組訪鰐
ω将司鰐一町内山肝心対立
M7m
（折一
賓
斗
・藷寅で吻責沼九
i米．務
所の初代都務総長を務め一還を心掛けた人だった」と、
主
一
筆業
－
－一面、
L
「
JG
帝京ノヌ
一た。一法律家としての憲訴伝わる
阻
一語大の創設者で最高裁判一紹介する資料展示会
・郁演会一器展示会
・前部会は第一エピソ
15
馨泊した
。
日
一所初代都務総長などを歴任し
一がお臼、
・ 米沢市東部
コミュ一一一大東亜同文
怨院大記念センタ一変知大の教授陣は本間と位
同た本間喜
一（189
工119
一ュティ
lセンターで開かれ、 ーが主催。「私の父本間喜一問地方、東亜同文
怨院大との
～p
uO
人が郷土の偉人の足
一一を語る」
と題して講演レた一一かかわりなどを解説した。
2
・－
一
－
一
成
11幽跡に触れた。一長女の殿岡愚ぞきんは、本間一誠漬会に先立ち、佐藤元彦
伴一一本聞は旧玉庭村一が一筆チに行った先で寂しい忠一変知大学長が原田俊二川西町年
－
2
・
i：一いをした経験から大変な子煩一長に本問答一の胸像と関連怨
O
本間
譲一の思い出一悩だったとして「子どもを風一筋の回録を問呈
。原
田町
長は
お
を諮る長蓄積一定入れるなど、今で季語
二地域長く愛される方法で
綾子さん
什米沢市一メン
H」と家庭での素顔を紹
一功縦を継承していきたい
」
と
東部コミュニティ一介。「母親に
喜んでも匂つ乙一語っ
た。資料展示会はきょう
lセンター一とが
人生の一つ
の目的だった一泊臼まで。
丹
、同
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一
1
＝－
EE
－－E
＝＝
＝三三三三一一－
3
＝＝
E
＝＝＝告倍程院内廷延長信
＝＝三日院
hH
EEEE
局長－
）一
監川西町玉庭出身の本間喜一をめぐる講演会・展示会
酌の玉容認村長となっていの成績が
一一ML・－・野間
一吉
軍
ι
回る・ちなみにきの尺公平優秀だっ
LtE
量圃圃圃・圃
守池
町一躍東京帝国大学に学び、法曹、教育界を歩んだ人生は
も古代目の村長で小池家たことか
んけ制品醐圏圃回明印刷
E
からは親子で村長を蹴出してら喜一を
EEF
‘．閤凶副薗圏圃立縫
河川一中国奇義行により襲警別主主（残るにをそれがのちに東盛岡（現在の川西町玉隠）に小いる
・義子
にと
田園圃圃
園田
EE
園田宵
rd
月
一『議省型産会市巻を犯行
9拳は敗戦
により中止）にも文織的宏美学へ界的惜させる
こ
池熊賞母く
にの次列として小池家
9代目となる翌呈白羽の矢阻圃・圃圃・・圃圃圃暗闇臨悶札
8
一上海
にあった来型同文部院
結界
υえと
にもなつえ生まれた関ケ原の戦い以の小池昌信氏によれば、熊吉が立った
EE
・
E
・－
EBEBEE
－
－
z
年
一同その
品年間の岡
崎史の中で当制貿易
や経済面にテ
l
向上杉家は会一部より米沢にの弟である則忠は、小池家からしい
・この頃、則忠は東京第一高等学伐東京叶帝国大学
問一警翼線を践し冷却
でれはマが集中したが、次第に文化本間空の生い立ちと蓄されたが、その煙車ら近くの本間家に撃に入つの文部省に出仕している
・策法科
に望、現活旬法試験
m一望書と
ともに・
1904
繁農地理雲へも法異教棄を歩んだ人生霊居間主族は越後大たものの、勉強がしたいと進
京に行く際の写真が小池警にあた・包装をトップで合絡
一1撃の
Z理事業生
5人に拡大し、中
国の総合
的なアカ本間喜一時明治翠
7月議沢（新潟県村上市朝日二
年し
たらしい
・その重責処されている
・そこには兄公し、東京地方裁判所で司法修
一
一よる異同盟
により外務省にデミンクな研究をめざすこと資山形県東題警野ら玉庇に管住
んだ小
池家ると山形県裂から山霊平、ゆ一、母くにとともに・号、問書籍襲判一
一栄められた中国の凶器涯
の
B
a
it
－，一ーの
家系
mによれば
‘初代は小
E
答率号、長崎県苦手芸に写っている；となる
・しかし‘人が人
を一
時一成功で
．1907
まら最終阻額動組罰
J
喜紙袋右問といい．葉年間師範学校の議文芸島義吉の定見えない
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域で再認織され、将来的に塾刊文化などの交流が盛んになると期待される。また、同大学東亜同文時院大学記念センターではお日から凶日にかけて米沢市東部コミュニティセンターで、同町玉庭出身である本間氏をめぐる講演会と展示会を開催してい 。
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ズムと愛知大学実例柄及び
下ア；，；
資料編」は、同大学東亜同文書院大学記念センター客員研究員の越知専氏が愛知大学に指定寄付したもので、改めて大学より寄贈される。越知氏は「自分は本間喜一先生の教え子で、本問先生の生誕地に胸像の建立と岱鰐が配布ることに感激しています。徒さんたちが本問先生を見習って、立派な大人になって頂きたいと思っています」述べ、町でも「有り雛く頂賊することにしました」 突然の寄贈に結いた様子。関係
者らはこの寄贈によっ
て本間氏が置賜地域で再認識され、将来的に愛知大学と川西町との教育、文化などの交流が盛んになゐと期待されている。
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父本l甘i喜一は悶絡の風土の中で育ち. fk珂l大学事件、
薬師伝巡Hl/1放やj出綬での事件に対しても、ゆるぎない
「義 ・ 仁 ・ ~J より．学生 · rfi民 ・ j也坂 ・ 悶家のために
I本間イズムj をr-tいた人でした．
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三五 殿岡農子（本間甚ー肘）
東京銀筋宿区約晴 517· 1 \ 白斑ピル 6F
乎 \60剖22 TEL.03-3203－印50 FAX03-3203 回目
,u,;1－.＇＂＂＂＇＇＇・u地，. ，.，，，，，，，，.＂＂＂＇.ぺ＂曲師Jo
駐周 i在子
今一
叶
ムロ枇闇討H－w地錦
、足
定路
川一寸
U
公
易脚本口u人島町四社
1 0月 5 日 （火）製部：：芸：）東日新聞
幻日に豊橋校舎でシンポ
愛知大学東亜同文密院大学記念センター（藤田佳久センター長）、オ
ープ
ン
・リサーチ
・センター主催のシンポ
ジウム「戦前海外にあった愛大ル
l
ツ
校
5校の出身学生が語るアジアと愛大
ーその体験と今日の高等教育への提言」は、幻自午後
1時加分から愛知大
学豊橋校舎記
A雲館
3階で開く。財団
恋人鐙
山会、愛知大学同窓会など後
援。入場無刊
③ 
190
1
（明治制）
年、中国
・よ海に開
学した東亜同文罰百院大学最後の学長
・本
問答一氏の尽力により、愛大は
1
946
（昭和れ）年、豊橋市町畑町に旧制として創立された。その後新制大学とな
り、海外
にあった印
余の旧制大学、旧制高校の出身者も加わり、新たな大学として出発した。海外からの引き揚げ学生・教員によって創股された東アジア大学とでもいうべき大学であり、今回
のシンポジウムでは、創
般期の入学生
から海外校で
の経緯
などについて語ってもらい、ルーツを知る機会とする。出席者は谷藤助（ハルピン学院、愛大部年率）マ小崎昌楽（東亙同文密院、幻年卒）マ奥田麗質
－
（京城経専、幻年事）
一
マ佐藤逮也（満州建
一
国大学、お年率）マ
一
園部逸失（台北高
u
校、創成期の愛大教
－
授）の
5氏。コ〆ン
－
テ
l
タ
lは高弁和伸
－
氏（弁護士、愛大
一
宮中）、座長は藤田セ
・
ンタ
l門店が務める。（鈴木良
征）
日
J缶可
愛知大のが
l
ツ
－
同大は中国
・上海
にあっ
一た東盛岡文谷院大学の怨後
探るシンポ開催
一の学長・本間留
一氏らの尽
あす、
5人が体験結る
一力で、街院大を前身に挺生
。
1946
年に創立された
一その際、海外にあった約
ω
凌知大学のル
1ツを探ろう一もの高校や大学の学生も予
と、引日午後
1時半から、一科
（後
の教護部）や学部へ
同大鐙橋校舎（豊橋市町畑一受け入れ、キャンパスは
「東
t
T町）の記念会館で、シンポ
一アジア大学」とい
った雰囲
盟＝ジウム「凌大ル
1ツ校
5校一気があったという。
一一の
出身学生
が鱈るアジアと
一
今回は谷院大、ハルピン
一一皮大
」が開仰される。学院、京域経専などを経て
後大を寧築、あるいは教宙開となった
5人が、当時の体
験を語り、今後の高等教育の在り方について提言する。参加自
由
。
ま号P宮宝芝20 10年（平戚22年l 10 月 30 日 （土晦日〉
20 10年（平日Y.22箆） 1 0月 30 8 c土踏 t:J)
愛大ル
ーツ5
校
一ジウム「愛大
ル
lツ校
一五校の出身学生が揺る
一 出身
者らシンポ一アジアと波大」（凌大
一
あす袋織で一策盛岡文献山院大学記念
一
戦前海外にあった
旧一センタ
ー主催）が三十
一制大学、旧制高校の出一
一日
午後一時半から、
一身者五人によるシンポ一
些橋市町畑
町の愛大記
－一念会館である
。入場無
一料
。
一参
加するのは、
愛大
一の前身の貨車問文総院一（中国＼上海）のほ一か、建聞大学（旧満一州）ハ
ルピン学院（悶
一満州）京域
経噂（ソウ
一ル〉台北高校（台湾
）
一出
身者ら。愛大は海外
一からの引き揚げ学生や一教員によって創段され一た歴史があり、五人は一率制持者や教疫の息子一で、変大とも総が深い
。
一
シンポウムの副題は「その体験と今日 高等教育への提言」。藤田佳久センタ
ー長は
「あまり知られていない実体験に基づく戦前の海外の大
学の機子を
聞いてほしい
」と話す
。
見罰祭斤巴三コc::p 
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創設期知る
5人の一諮り部
お砦正面を襲場雲言笠窪語英会翠ゑ暴露宅入の谷氏時臨時詩興需 ｜ 1,i 宣言言~含護i喜男？憲章題奈 、喜男喜｜ | 茅ぷt~ii端むi!!i；·塁塁｜ ｜能2
お~I諮問手~；；穏訪露~；i！~~i 器i!U!Ji i;l!!jlU(·I翌一一伊都鰐誤認時三更弓注意き謀長整問要i；最高護観斡hii 
愛大でル
i
ツ校出身者がシンポ
シンポジウム「戦前海外にあった愛大ル
ーツ校
5校の凶器亙
が諮るアジアと愛さ（袋知大学窓歯文包院大学寄宅ンタ
l
、
オー
ブン・リサ
ーチ・センタ
ー主催）が幻白々波大鑑橋校
舎で関
かれた。東亙両同文総院を中心に海外
にあった
mw余の旧制大学、旧
制高校
。それらの学校と変大の深いつながりを、同大創設期を知
る
5人の”語り部
uから、当時の史実を聞き取り、波大が今後の
紙むべき道を採った。（杉浦文夫）
ヨミ
2010年（平成22年）1 1 月 1 日（月曜日）足罰
L!1 斗J
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四国る
－すで＝
介大
一い紹知
．
帽を愛子の様市の繍学畿大＝のら外
ト
海スのリ前ネ戦パ
シンポジウム「愛犬一した佐藤さんは、当時ルly
校五校の出身学一の学内の雰囲気にも触
一生が語るアジアと愛一れ
「大陸帰りの学生が
一大」が三十
一日、鐙橘
一多く、窮乏生活の中で
一市町畑町の震知大であ
一意気軒高と勉強
に励ん
一り、岡大前身 東亜同
一でいた
」と回想
。「愛大
一文信院（中国・上海）
一は今後、中圏内に寄宿
一やハルピン学院（旧満一制の学校を設立してア一州）などで学んだ五人一ジア各国から学生を募一が戦前の海外の大学の一るなどし、アジアの大一様子などを語った
。
一学として地位を確立し
一建国大（同）出身の佐 てほ
しい
」と提言した。
一藤謹也さんは建国大創一立の目的を「国家統治一の人初育成のためだっ一た」と紹介。「学生数一百五十人に対し、応募一は日系が一万 、中国一東北部系が数千人もおニり、非
常に狭き門だっ
た」と振り返った
。
戦後に震知大に転入
豊
橋
愛大 ルーツ探る
5校OBらシンボ
秦斤E三3c::p 
行リこ曲目？
D
HHP
’L－回目只ーペ
本間は旧玉庭村
（現
川西町
一人
柄は置賜の風
土がはぐくん一きたい
」と謝辞を述べた
。町
玉庭）出身の法律学者。戦前、一だ。郷土の人々に知ってもら一は今後、胸像の設置場所を調中国
・上海にあった東亜同文一いたい」と話す。一整するとともに、寄贈書計
3
書院大の最後の学長を務め
一
本間の業績を古里に伝えよ
一千冊を中学夜みどで活用して
た。同大の教職員、 生の受
一うと、愛知大東亜同文書院大
一いく予定。
け皿として戦後、愛知大を創
一学記念センタ
ーが乙とし
8一
設。新憲法下で最初の最高裁
一月、米沢市で資料展示会・講
一
事務総長に就いた
。
一演会を開催。席上、愛知大の一
胸像は、愛知大の元客
員研一佐藤元彦学長が原田俊
二町長
一
究員で
「本間
喜一先
生顕彰会」
一に胸像と、本間の業績を記し
一
の越知専
（おち
・まこと）会
一た書籍の目録を贈った。
一
長が私費を投じて制作。日本
一
この臼は町役場で受贈式が
一
芸術院会員の山本
真輔さんが
一行
われ、愛知大や町、玉庭地
一
手掛けたブロンズ製で、台座一区から関係者約加入が 席。
一
を含む高さは約
2M
になる。
一佐藤学長、越知会長、本間の
一
係緒的日詩的江川一世間以仁川目的ぬれれ諸叶
一
塑
に考えた、愛のある人。その一た
。原田
町長は「戦後の混乱
一
』陶・
卜川
1パーパ
l
パ
Ili
－－
二期に、熱い思いを持って活躍
一
に
j
本間喜一
一一した本町出身者がいたことを
一
担
lili
－
1
1111111
一今まで知らずこ；。ヵ織を
一
uh
J
川恵引刻
引制劃
一町民、子ども川部乞てい
一
務務
mmzZ
移級協後援後後援協後移
zzzzzzZZ223237
A
一
（平成22年） 1 1 月3日 （水曜日 ）
愛知大（愛知県豊橋市）の創設者で霊品裁判所初代事務総長などを歴任した本間喜一（l
89111987H
川西町出身）の胸像
と関連書籍が
2目、愛知大から川西町に贈ら
れた。
2010年同主1+ 持斤ま干三三1」:......f
愛知大創設者 ・本間喜一の胸像が川西町に贈られた
＝）川西町役場品遺品孟長島~ムエ胸像書籍
愛知大
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2010年（平成22年)1, l 月 20 臼 （土曜日） 言主主 主託 表汗J 1制
f東亜同文書院から愛知大学へ 一近衛家、荒尾精、孫文、中国アジア大旅行、日中交流－J
愛知大学東亜同文lll院大学記念センターは. 2006年に文怨科学省の学術高度化推進事業であるオ ープンリサーチ・七ンタープロジェクトに採択され、
5年間にわたり愛知l大学の前身校であり、 1 90 1年上海に役立された東亜同文強院大学の研究とその歴史的存在窓筏を見出してまいりました．
このプロジェクトのうち；収減資料の公開事業はrm座間文窃院大学から愛知！大学へjをメインテー？とし、これまで横浜からスタートし、東京、縮問、弘前、
神戸、シカゴ、京都、米沢など国内外で展開して記念展示会と鵠語i会を行い、その段後を以下の要領で地元名古屋で開催することになりました．
この記念すべき会の基鈎縞演にはJI！盟問文笛院の院長を務めたあと、戦時中に総理大臣に就任した近i朝文麿公について『われ巣鴨に出頭せずJ を苛
され、東亙同文書rn克記念基金会貨を受賞されたヱ応策代子氏をお迎えしました．あわせて‘当記念センター長による東軍同文窃院大学の歩みと、当プロ
ジェクトの展開についてもと紹介いたします。ぜひと関心のある多くの方々にご参加I＼、ただければ帯いです．
（｜回調愛知大学東亜同文書院犬学記念センタ一泊鉱物線協＼47-4196 E-mail…l.aich,-u .ac.Jp 
一
2010年〈平威22年） 1 1 月 23 日（火随包） にわ 巴三コ 葉斤
「東盛岡文書院から愛知大学ヘ ー近衛家、荒尾精、孫文、中国アジア大旅行、日中交流ーJ
E塁笥 2010年1 1 月27日（土）～29B （月） 10:00 ~ 18:00 ・竺竺’どなたでもご自由にご参加くださいJ
E露藷 2010!J'.11 月28日（日） 13:30～16:30 （定員：200名） 鴨握名古屋店南側階 Mカヤホイ
I アクセス岨下担名誌組I矢岨町叙j地下通路直結（5.6提出口） ＼工藤美代子氏 側｜ 講演藤田佳久氏 I! γ !t;'fnll(Wilf州(1刷口｝雨ヘ陣扮 I 
f近制限措E公の れ .？. ） （OJI文館大学記念セン量4蜘大学文学Hl!)J ！主蝿／制大学聴取斡脱出センター／
fわれ燥機に出頭せずjをめぐ | ＼子／ 市亙同文書務大学から愛知大学ヘーオー プ ｜ ｜ トブンリザーチセンターってJ υ ! ! ンリサーチセンタープログラム輔にも関連 ｜｜綿／ミ溜腔~~！色沼怒諸説雪＝：
してーj || 斬 古文害総 ｜ 愛知大学東亜同文書院大学記念センター i結~！i！~！：鰐探知4196
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昆剖東亜同文書院大資料展あすから
愛大前身
表汗d主主
孫文や近衛文麿の書も
愛知大学（盤橋市）の前身で、
19
0
一
1年、日本初の海外高等教育機関として中国・上海に設立された東亜同文岱院
大
学にまつわる資料展示会が目白から四日まで、名古屋市中区、松坂屋名古屋店南館
8階のマツザカヤホールで開催され
る。愛知大 東亜同文也院大学記念センタ
ー主催、読売新聞社など後援。
松坂屋名古屋店
中国都命の父とされ、同世院ともゆかりの探い孫文
H写真上
Hや、院長を務め、
後に首相となった近衛文麿日写真下
H
ら
の替など約加点の資料やパネルが展示され、愛知大学へ つながるルーツを ること
ができる。期間中のお日午後
1時半からは、同ホ
ールで前演会もあり、作家工藤奨代子さんが「近衛文腿公の『われ脳出帆に出頭せず』をめぐって」、藤田佳久
・愛知大教
授が「東亜同文暫院大学から 」と題
して語る。参加自由。
書主主201 0年（平成22年） 1 1 月 26日 （金曜日）
J信fl
2010年（平成22年） 11 .El 28日 （弓堅§2__
表汗主主官官FEゴ..u孟ーー
東亜同文書院大学
資料展始まる
松坂屋名古屋店、きょう諦演会
20世紀の間務とともに中関 ・ 上海
に誕生じた愛知大学 （飽橋市）のル
ーツ、東亜同文主主院大学の歴史的役闘を紹介する資料展示会が27日、名
古屋市中区の松坂屋名古展店南館 8
｜磁のマツザカヤホ｝ルで始まった。
t!:1院大学は1 945年の施校まで中国
の近 ・ 現代史のただ中にあり、中国
務命の父、 孫文や、 3 度首相を務め
た近衛文麿ら多《の殴史的人物とか
かわりがあった。これら多彩な人脈
が、愛知大が収集した民毘な手紙や
信事長、繍け制l、 写真などの資料で伝
えられている＝写真＝。
一方、容院大学の学生は、軍闘が
割拠していた当時の中国各地を踏破
し、膨大な調査報告お「大旅行誌」
をまとめた。会場では旅行の足跡や
報告替の原本も並べられ、近代中国
の原像を伝える資料として、国際的
にも評価されていることが紹介され
ている。資料展は29日まで。 28日午
後 1 時半からは、会場内で近衛文l醤
や径知大の草創期を取り上げた紡演
会も聞かれる。
号111 It 
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諸事I頁の報告 ・ 紹介
R罰斤柔巨三コ
上海の東E同文書院大が前身
c:j:J 2010年（早威22a:) 1 1 月 28 日〈白隠臼〕
東亙同文窃院大級立の中，心と
なった人物たちの岱などが展
示されている会均＝名古屋市
中区の松1反邸名古島、店で
上海にあった東亜問屋市中区の松坂屋名古文諮院大から、後身の屋店で始まった。入場愛知大（豊橋市）まで無料。二十九日までの歩みをたどる資料展霊知大東亜同文密院大（中日新聞社など後記念
センタ
ー主催。
援）が二
十七日
、名古盤院大は日中友好を弘司直
名古屋書や孫文の暗号表など展示
理念に一九
O
一（明治
三十四）年に設立された。近衛文障の父近衛篤麿がかかわった。会場には近衛篤麿や当時の密院大に影響を与えた臼情貿易研究
所長の
荒尾粕の簡など百点以上の資料が並ぷ。荒尾粕は尾張出身で、日中の経済発展に尽力した
。宮院大を支えた山田良政
、純三郎兄弟とと
もに中国革命に参加した孫文の暗号
表も紹介
されており、当時の緊迫した情掛をうかがわせる
。
二十八日午後一時半から
『われ巣鴨に出頭
せず
1近衛文麿と天
皇』を著した作家の工
藤英代子さんと、藤田佳久センター長の鵠摘もある
。翠泉、シカゴ
などに続く九回目の展示。（塚田真裕）
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1 月 2 1 日（金曜日〉2 0 1 1 年 （平成 2 3 年〉
周嗣芽斤づモロ空主主主素芝
愛知大学東亜同文書院大学記念センターの
若手研究者
5人の研究
発表会が初日、同大豊橋校舎で開かれ、書院大に関する研究成果を伝えた。佃隆一郎氏が「愛知大学記念館 ついて」、武井義和氏が「創
立前後の東亜同文会京都支部について」、高木秀和氏が「大旅行記録からみた別世紀前半期の内蒙古の地域像」、暁敏氏が「書院生のフルンボイル調査を中心に」、広中一成
東亜同文会京都支部について説明する武井氏H愛知大学豊橋校舎で氏が「内田茂二（醤院4期生）の華北硝石資源調査」をテ
lマに語
った。
,J. 
うち武井氏は「京都一
Be－－だっ
た」などと報告
支部には京都の経済界一した
。
を代表する経営者や弁一護士、医師らがメンバ一
（竹下黄信）
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諸事項の報告 ・ 紹介
愛知大学東車両文書院大学記念センター／オープン・リサーチ ・ センター
愛知大学史企画展示
愛知大学豊橋キャンパスに残る木造建築物から愛知大学
史をかたり、創成期を中心とした学生・卒業生の活躍の
あゆみを紹介する展示会を企画しました。
2010年5月 20 日（木）～7月 17 日（土）
入場無料 10:00～ 16:00 （臼・月曜日休館）
愛知大学生・卒業生の活躍のあJゆみ
愛知大学創成期の運動部・文化部の活動や愛知v大学の代表的
な卒業生について紹介いたします。
豊橋校舎の地が軍隊の敷地だった頃
憂知大学豊橋校舎内に残る円日陸軍施設J について紹介いた
Lます。
会場愛知大学豊橋校舎大学記念館展示室
※豊橋鉄道渥美線「愛知大学前j下車すぐ
愛知大学東E同文書院大学記念センター／オープン・リサーチ・センター
〒441-8522 豊橋市町畑町1-1 電話（0532) 47-4139 FAX (0532) 47-4196 
愛知大学豊橋研究支援課 Email tshien@ml.aichi-u.acjp 
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E霊園 2010年7月17ao～18日＠
場所コープ・イン・京都 2階
時間 10:00～18:00
医霊園 2010年7月17日＠
会場 コープ・イン・京都 2階
時間 13:30～17:00 ・護軍悦掴
佐藤達也氏巡回大学
「建国大学と私｜
2 谷 藤助氏ハルピン学民主「I \Iレピン学院と手ム」
3 小崎昌業氏東軍向父怨院大学「東道同文密院（のち大学）と私J
4 藤田佳久氏捌大学文学問jj/・愛知大戦笠間錨院大学記念セン合ー長「東霊同文谷俣のあゆみと中国大調査旅行j
5 武井義和氏愛知大学東豆向文鈴院大学記念セン空ーポストドク宇一f東亜同文議院10:入学した京都府出身者～明治・大正i舗の府資生を中心lζ～J
1医翠麗櫨醤薗薗薗
臨む l『首長制組 闘概－
illl1'!!i.11~ . 一六．
刷帰国’
三条湖神： ｷ, r ．・YMCA
六角過下： ー . 
開通ta E関羽田コープよイン・京都
釣小給過 ・ ー今峨町宮転現Iヨ亘E 佐詩型・2過国： 凶品『・常み 幽~ 司
ー ι
島信姐·＝ lll 高 羽 織 富也 捌 河fd8 i ; ~ ~ ~ ! I ~ I 
mu盟 2010年7月18日＠
場所 若王子神社荒尾精追悼碑前
（哲学の道入口総）京都市左京区若王子町2
当記念センターでは、今回京都でのとの展示会と総演
会開催にあたり、策亙同文E書院のfiiJ~I＜＇.かかわったm
方斎・荒尾絡先生を近役i篤居室公がたたえた墓E理に参拝
し、あわせて議院初代院長根津一先生および近(1/j公の
三先覚の追悼式を行います。
諸事項の報告・紹介
閤内 主2 悠1茎3 ふ: 
広~ I r 
主催－愛知大学東亜同文書院大学記念センター／オーブン・リサーチ － センター
後援． 山形県教育委員会、 米沢市教育委員会、 川西町教育委員会、（財）霞山会、愛知大学同窓会
国愛知大学頼関院大学記念切ー／オープンリサーチセンター
〒441・8522 愛知県豊橋市町畑町ト1 TEL(0532)47-4139 FA×( 053 2 ) 4 7-4 l 96 
愛知大学豊橋研究支援諜 E-mai I :tshien@m I .aichi-u .ac .jp 
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日 時 2010 年10月 31 日＠ ・・－－~'II,';忍草司閏，s，図面~，－..当面，五.z-
13 :30~17:30 
場 所愛知大学豊橋校舎
記念会館 3 階小講堂
※践橋鉄道渥美線「愛知大学前」駅下車すぐ
Dli1·.~ 
谷藤助氏
旧満州・ハルピン在、 中国・上海在、 朝鮮・京特（'.Iウル｝在、
ハルピン学院出身、 東亙同文型』院出身、 京城縫専出身、
~大25年率 短大23年$ 震災27年$
座 長｜藤田佳久教授 組問文蹴大学紀念センター長
BJ: ！園
佐藤達也氏 国部逸夫氏 コメンテーター
悶満州・袋容を、 台湾・台北也台ti桂出且軍 高井和伸氏
満州辺国大学出身、 E勝、断腸骨量大量ti倣 弁餓士、
変大25年卒 造・台北期由大字憾の子l)) 愛知大学42年率
懇親会 ｜ 学内レストラン リユミエール 1 7炉
~－·、，＂＇ ·.’守
,ｷ. ・主催／愛知大学東盛岡文\If院大学記念センター／オープン・リサーチ・センター
・後援／（財)i霊山会、愛知大学向窓会、第64回愛大祭実行委員会 ．震長5五遥習園
空空2愛知大学東亜同文書院大学記念センター
ロ • .,_ 〒441・8522 愛知県豊橋市町焔町ト1 TEL0532・47-4139 FAX0532-47-4196 E-mail tshien@ml.aichi-u.ac.jp 陸安当
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諸事項の報告 ・ 紹介
工藤美代子氏
・作家
「近術文麿公の
『われ巣鴨に出頭せず』をめぐ、って」
藤田佳久氏
・環豆向文書院大学12章センター袋~知大学文学母教授
「東亜同文書院大学から愛知大学ヘ
ーオープン・リサーチ・セン宇一プログラム事業leも関連して－J
・主催／愛知大学東盛岡文容院大学記念センター／オープン・リサーチ・センター
・共催／愛知大学問窓会
・後援／愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会・朝日新聞社・中日新聞社・毎日新関社・読売新関社・日本経済新聞社名古屋支社・（財）霞山会
圏愛知大学東亜同文書院大学記念センター
干44ト8522 愛知県豊檎市町畑町1・1 TEし（0532)47ｷ4139 FAX. (0532) 47ｷ4196 E-mail tshien@ml.aichi-u.ac.jp 
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東亜同文書院大学記念センター
若手研究者研究発表会
日時 2011 年 1 月 20 日（木）
午後 2 時～
場所豊橋校舎研究館第 1 会議室
名古屋校舎研究館第4会議室
佃隆一郎愛知大学記念館について
ー歴史、史料、これまでの研究ー
武井義和創立前後の東亜同文会京都支部について
高木秀和「大旅行」記録からみた
20世紀前半期の内蒙古の地域像
暁 敏書院生のフルンボイル調査を中心に
広中一成内田茂二（書院4期生）の華北硝石資源調査
【お問い合せ先】
愛知大学東亜同文書院大学記念センター
〒441-8522 愛知県豊橋市町畑町1-1
TEL 0532-4 7-4139 FAX 0532-4 7-4196 
（発表JI慎）
